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政 党 名 管区域 州 全体 管区域 州 全体
連邦団結発展党（USDP） ２０７ １０９ ３１６ ８４ ８０ １６４
国民民主連盟（NLD） ２０６ １１０ ３１６ ８４ ７９ １６３
少数民族政党５６政党 ６４ ３０５ ３６９ ３０ ２１３ ２４３
その他３３政党 ５３２ １１１ ６４３ １７９ ９５ ２７４
無所属 ６０ ３０ ９０ １１ ３１ ４２















族名を冠した政党は上記のシャン民族民主党（Shan Nationalities Democratic Party:















































































Solidarity and Development Association: USDA）である。USDAは公務員とそ
の親族を中心に，公称で約２０００万人が所属しているとされ，中央から村落








































ヤカイン民族党（Arakan National Party: ANP）
２０１４年１月にヤカイン民族発展党（Rakhine National Development Party:





















































































ケットの確立（４― i ―２a），中央銀行の独立性（４― i ―２b），外国資本を呼び込むため
の経済協力推進（４― i ―３），インフラ整備（４― i ―４），農地開発時の環境や生態系へ











議会（State Law and Order Restoration Council: SLORC）と国家平和発展評議会












































































合 計 １，７３４ ８８６
下院 上院
男 性 １，５０７ ７６５
女 性 ２２７ １２１








下 院 上 院
地 域 民族名 人数 割合（％） 民族名 人数 割合（％）
ネーピードー連邦直轄地 ビルマ民族 ３３ １００．０ ――― － －
ザガイン管区域
ビルマ民族 １３０ ８４．４ ビルマ民族 ３５ ８３．３
ナガ民族 ８ ５．２ ナガ民族 ２ ４．８
シャン民族 ７ ４．５
タニンダーイー管区域
ビルマ民族 ３４ ８５．０ ビルマ民族 ３７ ７４．０
モン民族 ３ ７．５ モン民族 ５ １０．０
ダウェー民族 ２ ５．０ ダウェー民族 ３ ６．０
バゴー管区域
ビルマ民族 １４８ ９１．９ ビルマ民族 ５８ ９０．６
ビルマ民族－シャン民族 ３ １．９ カイン民族 ５ ７．８
マグウェー管区域
ビルマ民族 １２１ ９６．０ ビルマ民族 ５４ ９８．２
チン民族 ３ ２．４ インド系ビルマ民族 １ １．８
マンダレー管区域
ビルマ民族 １２１ ９３．８ ビルマ民族 ４５ ９７．８
パラウン民族 ２ １．６ ヤカイン民族 １ ２．２
ヤンゴン管区域
ビルマ民族 ２４６ ８９．８ ビルマ民族 ６０ ８５．７
カイン民族 ５ １．８ カイン民族 ３ ４．３
ヤカイン民族 ３ １．１ ヤカイン民族 ３ ４．３
エーヤーワディー管区域
ビルマ民族 １１９ ７８．３ ビルマ民族 ４３ ７０．５
カイン民族 ２６ １７．１ カイン民族 １６ ２６．２
カチン州
カチン民族 ３８ ３０．２ カチン民族 ２３ ２７．７
ビルマ民族 ２４ １９．０ ビルマ民族 １７ ２０．５
シャン民族 １５ １１．９ シャン民族 １６ １９．３
カヤー州
シャン民族 １５ ３３．３ カヤー民族 ２４ ３２．４
カヤー民族 ９ ２０．０ シャン民族 １６ ２１．６
ビルマ民族 ８ １７．８ ビルマ民族 ８ １０．８
カイン州
カイン民族 ２３ ４８．９ カイン民族 ４８ ６０．０
ビルマ民族 １２ ２５．５ ビルマ民族 １１ １３．８
モン民族 ６ １２．８ モン民族 ８ １０．０
チン州
チン民族 ３３ ７３．３ チン民族 ５１ ８２．３
ビルマ民族 ４ ８．９ クミー民族 ５ ８．１
ヤカイン民族 ２ ４．４ ヤカイン民族 ２ ３．２
モン州
モン民族 ３１ ４９．２ モン民族 ３２ ４１．０
ビルマ民族 １７ ２７．０ ビルマ民族 ３５ ４４．９
カイン民族 ６ ９．５ カイン民族 ５ ６．４
ヤカイン州
ヤカイン民族 ７８ ８７．６ ヤカイン民族 ５３ ８５．５
チン民族 ３ ３．４ ムロ民族 ４ ６．５
チン民族 ２ ３．２
シャン州
シャン民族 １１２ ４４．８ シャン民族 ２２ ３７．３
ビルマ民族 ３７ １４．８ ビルマ民族 ７ １１．９




















モン州 ネーピードー マグウェー管区域 タニンダーイー管区域 マンダレー管区域 バゴー管区域 ヤカイン州 ザガイン管区域
仏教徒 １４１ ３３ １８０ ８９ １７３ ２１８ １４４ １８５
キリスト教徒 ０ ０ １ １ １ ７ ４ １１
イスラム教徒 ０ ０ ０ ０ １ ０ １ ０
不明 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ０
合 計 １４１ ３３ １８１ ９０ １７５ ２２５ １５１ １９６
仏教徒率（％） １００．０ １００．０ ９９．４ ９８．９ ９８．９ ９６．９ ９５．４ ９４．４
ヤンゴン管区域 エーヤーワディー管区域 シャン州 カイン州 カヤー州 カチン州 チン州 全体
仏教徒 ３２４ １９４ ２５７ １０９ ７３ ８６ ２０ ２，２２６
キリスト教徒 ８ １８ ５１ １８ ４４ １２２ ８７ ３７３
イスラム教徒 １１ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １３
不明 １ １ １ ０ ２ １ ０ ８
合 計 ３４４ ２１３ ３０９ １２７ １１９ ２０９ １０７ ２，６２０
























































































下院 上院 下院 上院
候補者数（人） ３１６ １６３ ３１６ １６４
平均年齢（歳） ５３．１９ ５２．７２ ５７．４４ ５７．５７
女性率（％） １４．６ １４．７ ６．０ ６．７
ビルマ民族率（％） ６８．０ ５７．１ ７０．３ ５７．３
仏教徒率（％） ８８．３ ８５．３ ９２．７ ８６．０
大卒率（％） ８０．７ ７９．１ ８０．７ ８４．１
閣僚・連邦議員数（人） １２ １ １００ ３９






























































































































１０ Thura U Shwe Mann to lead the USDPs scrutinizing committees Mizzima,２０１５June
４,（http://mizzima.com/election-２０１５-election-news/thura-u-shwe-mann-lead-usdp%E２％





１２ Sithu Aung Myint NLD and８８Generation: Its time to uniteMyanmar Times,１９August
２０１５,（http://www.mmtimes.com/index.php/opinion/１６０４４-nld-and-８８-generation-it-s-time
-to-unite.html）.




















Australia National University, Myanmar Research Centre and University of Yangon,
Department of International Relations.２０１６. The Meaning of Myanmar’s 2015 Election:
Summary Paper.
Human Rights Watch.２００９. Burma: Event of２００９.（https://www.hrw.org/world-report/
２０１０/country-chapters/burma）.
Network for Democracy and Development.２００６. The White Shirts: How the USDA will Become
the New Face of Burma’s Dictatorship. Mae Sot: NDD Documentation and Research
Department.
Stokke, Kristian, Khine Win, and Soe Myint Aung. ２０１５. Political Parties and Popular
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Representation in Myanmars Democratisation Process. Journal of Current Southeast
Asian Affairs３４（３）３―３５.




































































































































































































































写真１―F キャンペーンに移動する車列 写真１―G 車座で村人と話すナイン氏
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ナイン氏は NLDが勝てば必ず全土で和平が成立すると答えていた。
３０分ほどの集会を終えて，続けて候補者自身とキャンペーン要員が手分けして
戸別訪問を行う。この村は２０１２年の補欠選挙ではNLDが最多得票を得られなかっ
たということで，一軒ずつ家のなかにいる人や軒先で仕事をする人たちに投票を
訴えていく。スーチー氏のチラシをみせながら，村人が彼女を知らないケースも
想定して「アウンサン将軍の娘です，投票して下さい」と声をかけていた。戸別
訪問を約１時間手分けして行い，次の村に移動する。ふたつめ以降の村には党の
事務所はないため，支持者の自宅にいったん集まり，そこから人手を分けて戸別
訪問で支持を訴えるというパターンが繰り返された。
今回随行したどの村でもそうだったが，すでに USDPの看板やポスターが貼ら
れており，この地域でのキャンペーンは USDPが先行しているようであった。村
人によると，USDPの運動員が来た際に，USDPに投票すれば，３０万チャットで電
気を引くことができるというのが誘い文句だったという。それを聞いたNLDの運
動員は，村の電化は USDPでなく政府の仕事なのでNLDが政権をとっても同じで
あること，また，米や水や自動車用バッテリー（電気の来ていない村でよく使用
される）といった生活物資の提供が USDPからあれば受け取ればよい，そのうえ
で NLDに投票するように訴えかけていた。
３つめの村に着いた時，正午を越えていたため，支持者宅の脇にある５０人は入
れそうな大きめの小屋で，支持者が準備してくれた昼食をとる。昼食後，その小
屋に村人の一部を集めて投票方法の解説があった。NLDの選挙運動で印象的だっ
たのはこの作業で，彼らが「ボーターエデュケーション」（Voter Education）と呼
ぶ，人々への投票方法の実演指導である。この指導の背景には，NLDの選挙関係
者にある程度共通した村落部の有権者像があるように思われる。それは簡単にい
写真１―H 村人に投票方法を教える
ナイン氏
写真１―I チラシを配るNLDのキャンペーンスタッフ
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うと，こういうことである。投票者はマニフェストに目をとおしたり，民主主義
や人権に深い関心をもったりするような人たちではなく，選挙とは何か，投票は
どうすればよいのかも知らない人たちである。したがって，投票の呼びかけは，
投票方法の説明を伴わなければならず，模擬投票用紙を用意し，そこに書かれた
候補者の名前と党のマークを確認して本番さながら選挙管理委員会の UECがつい
た投票スタンプを押してみせる。ときには村民自身に押してみるようにうながす。
NLDの選挙キャンペーン CDではアウンサンスーチー自身が投票を実演していた。
筆者が帯同したキャンペーンの場合，この役割を果たしていたのは，候補者の
地元ボランティアではなく，マンダレーで知り合ったナイン氏の友人たちであっ
た。彼らはこの選挙区だけでなく，全国各地で「ボーターエデュケーション」を
実施していた。こうした動きは，村落部の有権者が選挙に関する知識は乏しい，
という NLDの現状認識があるが，もうひとつに，多くの有権者の「無知」につけ
込んだ政府による不正の可能性への警戒の現れでもあった。
この有権者教育をひととおり終えると，候補者と運動員たちは再び大量のビラ
を手にして戸別訪問を始める。候補者自身の個別訪問では積極的に村の人と会話
をするが，運動員の戸別訪問についてはその方法は千差万別である。まず，敷地
に入って家屋のなかや庭で仕事をしている人に話しかける。NLDに票を入れて下
さい，とストレートに表現することが多かった。そこで反応がよいと道路に面し
た生け垣や門柱にチラシを貼ってよいか尋ね，許可が出たら，ホッチキスで紙の
チラシを直接貼り付ける。これが最も多くみかけた戸別訪問の仕方だった。
１時間ほど手分けして個別訪問を行ったあと，４つめの村へ移動する。移動の
車中，４つめの村は２０１２年の補欠選挙で９０％以上の票がNLDに投じられた村だと
写真１―J 村で戸別訪問のために散らばるナイン氏とスタッフたち
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聞いていた。たしかに，キャンペーンの車列とバイクが村の中心に近づくと，多
くの支持者が道の両脇で車列を迎え入れた。さらに，村のなかにある広場まで行
くと２００人以上の村民が集まっている。なかにはNLDの Tシャツを着たり，シー
ルを頬につけたりしている人たちもいた。候補者は演説をしたそうだったが，公
共の場での演説には事前の許可が必要だったため，集まった村人一人ひとりと会
話をし，写真を撮っていた。
この時に初めて気づいたのだが，ひとりの運動員が肩にぶらさげたバッグから
VCDを配っている。聞くと，NLDのキャンペーンソングをプロの歌手たちが歌っ
ている動画が入っているという。VCD観賞はミャンマーの村で大変一般的な娯楽
であるため（電気はなくても小型バッテリーで観賞する），たいそう人気で多くの
村人たちが求めていた。ちなみに，こういう村をNLDが勝つ可能性が高いという
意味で「セイ・チャーデ・ユワー」（安心な村）と運動員たちは呼んでいた。
このNLD人気が高い４つめの村から移動した先は２０１２年補欠選挙でUSDPの得
票が NLDの得票を上回った村である。確かに，この村ではまず車を止めるために
庭先を提供するNLD支持者の家がない。支持者はいるそうだが，車３，４台を駐車
するのに十分なスペースの土地をもっている支持者がいないとのことである。そ
のため，村の道路脇の空き地に駐車し，そこから，キャンペーンソングを流す軽
トラックと候補者，運動員たちが村に入っていき，個別訪問を始める。
村人の対応がとくに冷ややかということはないが，この村ではNLDの運動員の
到着に合わせるかのように，USDPの事務所脇の電柱高くに据えつけられたスピー
カーから大音量で USDPの応援ソングが流れ始めた。ほかの村にも USDPの事務
所はあったが，こういった対抗手段が講じられたのはこの村だけであった。全国
写真１―K 村人と話すナイン氏
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候補者名 政党名 票数
ナイントゥーアウン NLD ５８，３１９
ニャントゥンアウン USDP ４３，１５３
キンソートゥェ NDP １，７３８
トゥンサン 無所属 ８７７
表１―B 下院・ナットージー選挙区投票結果
（出所） 連邦選挙管理委員会ウェブサイトより。
でしのぎを削るふたつの政党を応援する音楽が大音量で村に響き渡っていた。大
音量でテンポも音調もちがう曲が同時に流れると，当然聴くものを不快にさせる
が，少なくとも筆者が観察したかぎりでは村人は気にする様子もなく，無関心に
すらみえるほどであった。
最後の村に着く頃には昼の猛烈な日差しもやわらいでいたが，早朝からほとん
ど休みなく，移動と個別訪問を行っているために，さすがに運動員たちにも疲れ
の色がみえた。この村もNLDへの支持はそう固くないとみえて，終始，戸別訪問
を繰り返す。今回まわった６カ村はすべて人口が１５００人ほどの規模で，１時間か
ら２時間かけて可能なかぎり多くの世帯を訪問していた。最後の村を出たのは夕
方の１８時過ぎであった。そこから１時間ほどかけて町に戻る。すべての行程で１２
時間ほどの活動である。候補者はこれを選挙キャンペーン解禁日からずっと続け
ており，１８０ある村を最低２回はまわりたいということであった。
シュエマン氏のキャンペーンが組織だっており，資金力の強さがあったのに比
べると，ナイン氏のキャンペーンはそこまで統率されていない。ただ，キャンペー
ンを担う人たちの年齢層が若く，勢いが感じられた。シュエマン氏の場合は良く
も悪くも落ち着きがあったが，形式化された運動をみているようであった。最後
に下院ナットージー選挙区の選挙結果は表１―Bのとおりである。約１万５０００票の差
をつけてナイン氏が現役大臣の USDP候補者をやぶった。
（中西嘉宏）
※本コラム掲載の写真はすべて筆者撮影（１―A～K：２０１５年１１月撮影，１―F～K：２０１５年９月撮影）
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